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あぁ 我が第三中学校 ⑪
令和 5年 5月(2023) 新型コロナウイルス感染症が

５類へ移行

7月( 同 ) 全教室に大型モニター設置

8月( 同 ) 校庭東銀杏伐採

6年11月(2024) 元 QuizKnock 渡辺航平(こう
ちゃん)氏が講演

【学校教育目標】

○広く豊かな心を持つ ○自ら学ぶ ○心身を鍛える

【目指す生徒像】

◎他者との共生の中で自分の持ち味を発揮できる生徒

○主体性と思いやりのある生徒

〇正しい知識と判断力を身に付けた生徒

〇何度でもチャレンジできる生徒

2月13日(木)6校時、2年生の新たな出発の日のお祝いです。本校体育館で立

志式を行いました。強風の中ご参会下さいました保護者の皆様には感謝申し上

げます。

生徒たちは厳粛な態度で式に臨むことができました。校長の話や代表生徒に

よる立志の誓いの発表を聴く態度、動画を見る態度、そして学年合唱は大変立

派でした。

校長は「立志の『志』とは、自分の夢や目標のことです。しかし、それはただ願

うだけでは叶いません。大切なのは、その志を実現するために今何をするのかを

考え、行動することです。どんなに大きな夢も、日々の努力の積み重ねによって

形になっていきます。心に余裕を持ちいつも笑顔・前向きにあきらめない心・挑

戦する勇気・支えてくれる人への感謝

と尊重、を大切にしながら、一歩ずつ

前に進んでいきましょう。」と述べまし

た。

この日を境に、稚心を去り、夢を追

い求める意志の強い、希望に満ちた

人に変化していくことを期待していま

す。変化するなら今です。これまでの

自分を振り返り、本当の自分を創って

いく「これから」になっていってほしい

と願っています。

2年生最大の行事が終了しました。生徒は、それ
ぞれの胸に楽しい思い出をたくさん刻み込んだと思
います。
天候はというと、1日目は最高の曇り!?滑りやすい、

まぶしくないので集合写真も笑顔でパチリ。2日目
は、雪、吹雪!?。
2日間を通して、仲間と協力する大切さや友情をあらためて実

感し、スキー実習では自分の上達ぶりに感動したのではないで
しょうか。勇気を出してちょっとトライするだけでできなかっ
たことができるようになっていくということを身をもって体験
できたと思います。「失敗は失敗のままにしておくから失敗であ
って、成功に変えてしまえばそれは結果的に成功になる(故松下幸
之助氏)」ということを心に留めておいてください。
予定されていたスケジュールは順調に行え、修学旅行への自

信がつきました。これからも集団行動での心遣いやマナーを身
に付けられるよう、さらに素晴らしい集団へ変容していくよう
に支援していきます。
最後に、この成功は生徒が頑張っただけではな

し得ません。多くの配慮や気遣いをしていただい
たホテルのスタッフ、スキー場のスタッフ、その
他先生方や裏方の皆さんのおかげだということも
忘れてはいけませんね。 三中 HP

卒
業
式
ま
で
一
か
月
を
切
り
ま
し
た
。

毎
年
こ
の
時
期
に
な
る
と
思
い
出
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
私

(

校
長)

に
と
っ
て
は
心
温
ま
る
、
ま
た
そ
ん
な
若
者
の
よ
う
な
心

豊
か
な
人
に
な
り
た
い
と
思
え
る
出
来
事
で
し
た
。
そ
し
て
、
誰

か
に
話
し
た
く
な
る
そ
ん
な
出
来
事
で
す
。

も
う
二
十
七
年
前
に
な
り
ま
す
。
あ
れ
は
暖
か
い
日
差
し
が

差
し
込
む
三
月
一
日
。
当
時
、
私
は
板
倉
中
学
校
勤
務
で
し
た
。

そ
の
日
、
何
と
な
く
い
つ
も
の
通
勤
路
を
変
え
て
三
中
方
面
か
ら

茂
林
寺
前
を
通
っ
て
板
倉
中
へ
向
か
い
ま
し
た
。
暖
か
か
っ
た
の

で
窓
を
開
け
て
自
動
車
を
走
ら
せ
て
い
る
最
中
の
、
茂
林
寺
前

駅
の
南
側
の
踏
切
を
東
に
ち
ょ
っ
と
行
っ
た
丁
字
路
交
差
点
で
の

出
来
事
で
し
た
。

私
は
ほ
ん
の
少
し
前
に
現
・
分
福
公
民
館
入
口
付
近
で
、
花
束
を
持
っ
て

自
転
車
に
乗
っ
た
二
人
の
館
林
商
工
高
校
生
徒
を
追
い
越
し
ま
し
た
。
彼
女

ら
も
私
も
茂
林
寺
前
駅
方
面
に
向
か
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
日
は
高
校
の
卒

業
式
。
私
は
、
て
っ
き
り
担
任
に
感
謝
の
意
を
込
め
て
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
も
の

だ
と
思
い
ま
し
た
。
電
車
の
通
過
待
ち
を
し
て
い
る
と
そ
の
二
人
も
追
い
つ

い
て
き
て
、
遮
断
機
が
上
が
る
と
今
度
は
そ
の
交
差
点
で
信
号
待
ち
。
そ
こ

で
・
・
・
。

そ
の
二
人
は
自
転
車
を
降
り
、
二
人
そ
ろ
っ
て
大
き
な
声
で
、「
三
年
間

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
」
と
言
っ
て
、
交
通
指
導
員
さ
ん
に
花
束
を
差

し
出
し
た
の
で
す
。
信
号
待
ち
を
し
て
い
た
私
た
ち
は
、
自
然
と
拍
手
を
し

て
い
ま
し
た
。
美
し
い
光
景
で
し
た
。
信
号
が
青
に
変
わ
っ
て
も
自
動
車
は
止

ま
っ
た
ま
ま
で
し
た
。
渡
し
終
わ
る
と
彼
女
ら
は
「
お
じ
さ
ん
元
気
で
ね
」
と

照
れ
な
が
ら
館
林
商
工
高
校
へ
向
か
っ
て
、
は
つ
ら
つ
と
自
転
車
を
走
ら
せ

て
い
き
ま
し
た
。

随
分
時
は
過
ぎ
ま
し
た
が
、
私
は
、
今
も
あ
の
清
々

し
い
素
敵
な
時
間
を
与
え
て
く
れ
た
彼
女
た
ち
、
そ

し
て
、
彼
女
ら
を
見
守
り
続
け
た
交
通
指
導
員
さ
ん

に
感
謝
し
て
い
ま
す
。


